
（別紙３）

～ 2026年　2月　20日

（対象者数） 39 （回答者数）
33

～ 2026年　2月　20日

（対象者数） 8 （回答者数）
8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

学校や家庭との連携を密にすることで、より効果があ

げられると考えられるので、細かな伝達連絡をしてい

くこと。

2

他の子の興味関心にも目が向くようにすべての子に体

験できる場を設定をしていく。

障がいのあることで、学習への取組に困難さを感じてい

る子に対して教育現場経験者を中心とした計画を考えて

支援をすることができる。

各々各自に合った支援方法や教材道具を用意している。

子どもの興味関心に合わせた環境づくりに努めている。 生きものの飼育や庭で収集などに取り組ませている。工

作に興味を持っている子への教材教具の準備をしてい

る。

運動が好きな子には運動体験の時間の確保をしている。

2026年　1月　13日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　2月　26日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 みもざN

○保護者評価実施期間
2026年　1月　13日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表



3

それぞれの個々の良さを見つめられるように活動を設

定していきたい。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

時間の設定、場所決め等を子どもと話し合い、決める

ようにし、目に見えるように提示する。

2

避難訓練などの行事を子どもの画像は入れずに、報告

してみようと考えている。また、通信も年に数回出し

ていこうと思う。

3

多種多様な学校･学級に所属している子が利用している

こと。

他の子のしていることを話したり見せたりすることで興

味を広げることができる。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

広々とした部屋や外遊びの場所が少ないこと。 ボール運動を部屋の真ん中ですることで他の子がやや迷

惑と思っている。

HPは、作成しているが保護者への周知されていないよ

うである。

HPにアンケートの結果はのせているが、周知できてい

ない。

子どもの画像をのせるこに抵抗があり、行事などの様子

をHPに乗せられていない。


